
2 「ナナミちゃんのお宿」は ?  

ナナミちゃんの農事通信 
山梨県北杜市明野町で「雨と風と太陽と」 

「土と人情」に囲まれた。ナナミ

ちゃんの「私、土の子」奮闘記 
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1 畑は休眠期間へ 

    ハイライト 

 小寒・次候1月10～14

日「水泉動 すいせん うご

く」「水泉」とは湧き出る

泉のこと。地下で凍ってい

た泉が動き始める頃という

意味。泉とは地下水が自然

に地表へ湧き出たもののこ

とで、湧泉とも呼ばれる。

岩の裂け目や崖からほどば

しり出るものは「逬出

泉」、

盆状の

窪んだ

底から

湧き出

るもの

は「池

状泉」

「釜」

「壺」、どことなく水が染

み出て湿地をなすものは

「湿地泉」と呼ばれてい

る。ものによっては年間を

通じて温度変化がなく、冬

でも凍るどころか、かえっ

て温かく感じられる。 

 1月10日(十日戎えびす)

は商売繁盛の神様「恵比寿

様」へお参りし、福笹など

をいただく。関東では馴染

み少ない。 

 今号の復刻版6号は、な

ぜ野菜作りを始めたのか、

なぜ野菜販売しているの

か? カカトトの今につなが

る話が書かれています、お

読みください。 

 

お宿ミニギャラリー 

五勺枡に恵比寿様を 

 暮れのお客様はOMソーラー体

験が目的、泊まられるナナミ

ちゃんの宿は薪ストーブも焚い

て暖め、母屋はOMソーラーだけ

で暖めておき、二棟で体感比較

していただいた。「OMソー

ラーって暖

かい!!」と分かって

いただきメリットや

デメリット、田舎暮

らしの色々など、お

話は盛り上がりカカ

トトにも有意義な日

でした。 

・カカはテ

レビでハナ

昼寝アァ～

幸せは身近

に転がって 

01.05撮影 

 冬の畑が凍る前に

耕し、土の中の虫や

病気を寒気にあてる

天地返し。土が凍っ

たり溶けたりを繰り

返しサラサラに、耕

せなかった畝は雨が

降って、土が柔らか

くなってから、雨よ

降れ!! 雨乞いをした

い気分です。 

↑12.27強風がビニールシートの留

め具を飛ばし!! バタバタあおられる 

12.25夏

野菜のオ

クラや大

納言小豆

に丹波黒

豆の収穫

後、消石

灰や苦土

石灰をま

いて管理

機で耕す 

↑陽も傾くころ →耕し終

り、春3月まで休眠する畝 ↑12.30暮れ最後の野菜宅配便を。 

↓12.29曙大豆の茎を焼き、雨後に耕したいのだが・・・ 

↑12.25畑で赤い紅化粧大根や

カブにレタスなど、明日宿泊さ

れるお客様への食材を収穫。 

↑夕食は曙大豆

ご飯、甘味も感

じる大粒大豆。

朝食にはグリー

ピースご飯を。 

←ブロッコリー

にレタスなど野

菜いっぱいカカ

の野菜畑サラダ 



3 戌年の飾りつけ 
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 12月16日に作った切干し

大根が干し上がり、暮れに宿

泊されたお客様にお出しした

「切干し大根の袋煮」の季節

に。年明けに二回目の切干し

大根作り、水洗いも大根を突

く作業も、手が痛くなるほど

冷たい時期。コトコト薪ス

トーブや囲炉裏で煮た、熱々

の料理がご馳走の季節に。 

 「一年の計

は元旦にあ

り」と言わ

れ、「無病息

災」元気が何

よりと、年老

いた物言いに

なってしま

い、なんとも

覇気の無い年の初め。そ

れではダメと、「ナナミ

ちゃんのお宿」年越しし

ていたクリスマス飾りを

下げ、欄間に絵馬のよう

に板に彫った猛々しい犬

(正高作)も飾り、新年の

装いにしてみました。 

↑12.29暮れに大豆の茎を焼いた畑を

→01.09雨で土が柔らかくなり、耕し

終る。雪雲が山を越え麓を白く隠す↗ 

5 一月のお味  

←玄関ニッチには、お年玉付き年賀切

手と静岡の厄除け霊犬悉平太郎。 

↑東京犬張子に松本犬の張子、手作り

のお供え、前年の干支 笹野の一刀彫 

↖いただいた達磨

の迎春福玉に←犬

の手拭い、缶ﾋﾞｰﾙ

は菓子箱をくり抜

きハメ込み式の額 

4 なんとか休眠に 

  畑の土が凍り始める1月  

 中旬、一ヵ月以上まとまっ 

 た雨が無かった。新年を迎 

 え久々の降雨、冬越し野菜  

 への恵みの雨となり畑の土 

 も緩む、野菜畝のビニール 

 シートを外したり元に戻し

たり、畑を耕したりと大忙し。なんとか冬越しの

作業を終えて一安心。 

↑12.19半乾きの大根切干しを、

網戸から干しザルに移し ↓夜は

室内に取込み、乾燥させる。 

↑12.24 1袋50g入りが24個。 ↑01.05保存大根で切干し作り。 

↑01.05保存大根の斑点を削ぎ落

とす。出来上がる切干しは少量に 

↑病気の大根や皮剝きしたクズ

などは裏の林に捨てる。 

  ハナ 

で～す 

↑01.08午後から雨の予報!! トンネ

ル畝のビニールを外し、野菜収穫。 
↓01.09前日外したビニー

ルを戻し、留め具でとめる。 

↑01.09風強く寒い家路へ 


